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  株式会社クレハ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：小林 豊）は、共働きの 20 代～40 代の夫婦 400

名（男女 200 名ずつ)を対象に、「食卓環境の変化」に関する調査を実施しました。  

 また、食卓環境の多様化を応援するべく、NEW クレラップのメッセージムービー第二弾「料理にフツウなん

てない」篇を 2021 年 3 月 8 日（月）より公開しています。 

 

【調査結果サマリー】 

１． 平日より休日の方が、夫婦間で食事の準備の分担が進んでいる傾向に！約 3 割の夫が「休日は半分以上自分

が食事の準備をしている」と回答。 

食事の準備において、平日は 7 割の妻が「自分が 9 割以上の食事の準備を担当している」と回答。一方、休

日は夫婦間での分担が進んでおり、約 3 割の夫が「自分が半分以上の食事の準備をしている」と回答してい

ます。全体として、夫は妻が思っている以上に「自分が料理を担っている」という意識が高く、夫婦間で認

識の差があることもわかりました。 

 

２. コロナ禍で料理をする機会が増えたと回答する夫婦が多い一方、妻の「料理疲れ」、「“自炊”飽き」も顕在化？ 

新型コロナウイルス感染拡大前と後の食卓の変化について、特に多かった回答は「料理をする機会が増えた」、

「家族との食事の時間が増えた」となりました。ただ、「自分が作る料理を食べることに飽きた」、「料理が

苦痛に感じるようになった」と回答する妻が夫に比べてとても多く、食事の準備を担うことの多い妻にとっ

て、料理をする機会が増えたことによる悩みも増加していることがわかりました。 

 

3. 手料理に対して多種多様な意見！“〇〇であるべき”はもう時代遅れ？「手料理」の基準も質問。 

食卓には手料理が並ぶべきかという質問をしたところ、特に意見が分かれる結果となり、夫婦でさまざまな

意見を持っていることが明らかになりました。また、時短や簡略化などの工夫をしたメニューが手料理に当

たるのか、については、妻の方が夫よりも「手料理といえる」、「手料理に近い」と答えたケースが多く手料

理の基準は夫婦間で認識の差があることも判明しました。 

 

４．食事の準備に対するプレッシャーやストレス、夫婦間で大きな差あり！妻のプレッシャーの要因は「家族 

  」を想う気持ち。 

食事の準備をすることに対してのプレッシャーやストレスについて質問をしたところ、食事の準備を担う割

合の多い妻の方が、夫に比べてプレッシャーやストレスを感じていることが明らかになりました。 

プレッシャーやストレスを感じる理由としては「料理に自信がない」や「品数豊富な料理を作らなければな

らない」が多く、特に、妻は「栄養バランスが保たれているか不安」という意見が 45％にも及ぶ結果とな

り、家族を想って、料理をしている妻が多いこともわかりました。 

 

５．食事の場面で“いちばんうれしい”瞬間にも夫婦で違いが！食卓環境の多様化は前向きな変化！  

食事の場面で“いちばんうれしい”瞬間について、妻は「手料理が美味しいと言われたとき」、夫は「家族全

員で食卓を囲んでいるとき」という結果に。また、食事の場面において、選択肢が増えていることに対して

は、良い変化だととらえる夫婦が多数であり、食卓環境の多様化がうかがえる結果となりました。 

食卓環境において“〇〇であるべき”はもう時代遅れ！？ 

コロナ禍で進む食卓環境の変化を「良い変化」ととらえる人が多いことが判明！ 

共働き夫婦の「食卓環境の変化」に関する調査発表 

 



 

【本調査内容】 

1. 平日より休日の方が、夫婦間で食事の準備の分担が進んでいる傾向に！約 3 割の夫が「休日は半分以上自分

が食事の準備をしている」と回答。 

食事の準備において、夫婦間の分担の割合について質問したところ、平日は 7 割の妻が「自分が 9 割以上の

食事の準備を担当している」と回答しました。一方、休日は平日と比較して分担が進んでおり、約 3 割の夫

が「自分が半分以上の食事の準備をしている」と回答する結果になりました。 

全体として、夫は妻が思っている以上に「自分が料理を担っている」という意識が高く、夫婦間で認識の差

があることもわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2. コロナ禍で料理をする機会が増えたと回答する夫婦が多い一方、妻の「料理疲れ」、「“自炊”飽き」も顕在化？ 

新型コロナウイルス感染拡大前と後の食卓の変化について質問をしたところ、「料理をする機会が増えた

(45.0％)」、「家族との食事の時間が増えた(38.5%)」という回答が多い結果となりました。男女別に見ると、

「献立で悩む時間が増えた」、「自分が作る料理を食べることに飽きた」、「料理が苦痛に感じるようになった」

と回答する妻が、それぞれ 35.0％、23.5％、14.5％と、夫には少なかった意見も多いことが判明。食事の

準備を担うことの多い妻にとって、料理をする機会が増えたことにより、悩みも増加していることがわかり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1．食卓環境で“〇〇であるべき”はもう時代遅れ！？食卓に並ぶ料理は必ずしも手料理でなくても良いという

意見多数！ 

コロナ禍で料理をする機会が増えた夫婦が多い中、食卓には手料理が並ぶべきかという質問に対しては、「は

い」と回答する夫婦が必ずしも多いわけではなく、「どちらともいえない」、「いいえ」にも回答が分かれる

結果となりました。「はい」と回答した人の中では、「家庭の味を伝えたいから（40 代女性）」、「栄養バラン

スを考えられるから（30 代女性）」という意見があり、「どちらともいえない」、「いいえ」と回答した人の

中では、「手料理にこだわる時代ではないと思う（40 代男性）」、「栄養を考えると出来れば手料理が良いけ

ど、たまには休んでも良いと思うから。（20 代女性）」、「できる時とできない時があるものだから（40 代女

性）」といった意見が多く見られ、食卓環境における意識に、多様化の動きがうかがえました。 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

3-2．そもそも手料理って何？夫の方が手料理の基準に対して少しハードルが高いことが判明！？  

便利な料理アイテムが普及する中、時短や簡略化などの工夫をしたメニューが手料理に当たるのか、につい

て質問をしたところ、「手料理と言える」、「手料理に近い」の回答が最も少なかったのは、「出来合いの具材

を乗せて作った丼ぶり(55.8％)」で、「惣菜をアレンジした料理（59.3％）」、「冷凍食品をアレンジした料理

（59.6％）」と続く結果になりました。全体として使用する食材の加工度合いが上がると、調理をしても手

料理とは言い難い傾向がうかがえます。 

男女別に見ると、「出来合いのソースや麺つゆを使用した麺料理」、「ミールキットを使用した料理」、「冷凍

食品をアレンジした料理」で差が見られました。料理スキルがそこまで必要ではないものの、アレンジに幅

を効かせることのできるメニューで差が開いていることから、時短や簡略化の工夫を活用しつつも、追加の

ひと手間をかけるかどうかが認識の差の原因となっている可能性もうかがえます。 

時短や簡略化などの工夫をしたメニューは、全体的に、妻の方が夫よりも「手料理といえる」、「手料理に近

い」と答えたケースが多く、手料理の基準に対して夫婦間で認識の差があることもわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4．食事の準備に対するプレッシャーやストレス、夫婦間で大きな差あり！妻のプレッシャー・ストレスの要因

は家族の栄養バランス！ 

食事の準備をすることに対してプレッシャーやストレスを感じることはありますかという質問に対して「は

い」と回答した夫が 26.5％であったのに対して、妻は 65.5％と大きく差が開き、食事の準備を担うことが

多い妻の方が、プレッシャーやストレスを感じていることが明らかになりました。 

また、「はい」と回答した人に対して、プレッシャーやストレスを感じるタイミングを質問したところ、最

も多かったタイミングは、「夕食の準備をする時」で 88.6％にも及びました。プレッシャーやストレスを感

じる理由としては「料理に自信がない(45.0％)」や「品数豊富な料理を作らなければならない(38.5％)」が

多く、男女別に見ると、妻は「栄養バランスが保たれているか不安（45.0％）」という意見が最も多く、家

族を想って、料理をしている妻が多いこともわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5-1．食事の場面で“いちばんうれしい”瞬間、妻は「手料理が美味しいと言われたとき」、夫は「家族全員で 

食卓を囲んでいるとき」！  

食事の場面で“いちばんうれしい”瞬間について質問したところ、妻の中で最も多かった意見は、「手料理が 

美味しいと言われたとき(43.5％)」ということが判明。料理を担う機会が多く、家族の健康を気遣い、プ 

レッシャーを感じている分、家族が喜んでくれることが“いちばんうれしい”瞬間であるといえるのではな 

いでしょうか。また夫は、「家族全員で食卓を囲んでいるとき(29.5％)」がいちばんうれしい瞬間であると 

いう結果が出ました。コロナ禍で、家族で食事をする機会が増えたこともあり、家族で食卓を囲む時間の 

増加を実感している夫が多いことが判明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2．食事の場面において、選択肢が増えていることを良い変化だととらえる夫婦が多数！食卓環境の多様化が

当たり前の時代に！ 

最後に、食事の場面において、選択肢が増えていることは良い変化だと思うかという問いに対しては、約 

9 割の夫婦が良い変化だと認識していることが判明。理由としては、「選択肢が増えると作る人も食べる人 

も楽しくなるから（20 代女性）」や「状況に応じて手作りしたりテイクアウトしたり、選択肢の多さで料 

理の負担が減ると思う（40 代女性）」、「場面ごとに使える選択肢が増えることは助かる（30 代男性）」や 

「楽しみながら食事をできる機会が増えそうだから（30 代男性）」など、食卓環境の多様化に対しての前 

向きな意見が多く見受けられました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【調査概要】 

調査名 ：「食卓環境の変化」に関する実態調査 

調査対象：20 代～40 代の共働き夫婦  

調査人数：400 名（男女 200 名ずつ） 

調査方法：インターネット調査 

調査期間：2021 年 1 月 16 日（土）～2021 年 1 月 17 日（日） 

※本リリースに関する内容を掲載される際は、必ず「クレハ調べ」と明記されるようお願いいたします。 

 

【NEW クレラップ メッセージムービー『NEW クレラップ「料理にフツウなんてない」篇』について】 

クレハは、長年家族の暮らしに寄り添ってきた「NEW クレラップ」に込めた想いを発信するべく、メッセー

ジムービー第二弾『NEW クレラップ「料理にフツウなんてない」篇』を制作いたしました。 

今回の動画では、「料理にフツウなんてない」というタイトルのもと、共働き家族の、日々のさまざまな食卓

シーンを描いています。家族のカタチが変わり、仕事のカタチも変わる今、食卓のカタチが変わるのもごく自然

なことであるにもかかわらず、なぜかかつて常識とされていた習慣に縛られ、プレッシャーやストレスを感じて

いる人も多いのではないか。そんな想いを代弁しながらも、「それぞれの家族、日々の数だけ食卓の選択肢があ

り、"フツウ"や正解はない」というメッセージを込めた動画となっています。 

 

本動画は、2021 年 3 月 8 日（月）より、株式会社クレハの家庭用品サイト「クレライフ」

（https://kurelife.jp/special/web-movie/2021/）ならびに公式 YouTube チャンネルにて公開しております。 

 

■メッセージムービー概要 

タイトル  ：NEW クレラップ「料理にフツウなんてない」篇 

出演   ：山田 キヌヲ（母役）、荒野 哲朗（父役）、松本 優翔（息子役）、静 莉子（娘役） 

楽曲   ：素晴らしき日々 

音楽   ：清水 悠 

動画公開日：2021 年 3 月 8 日（月）～ 

URL    ：https://youtu.be/kIhd8ygLaMc（フルバージョン） 

https://youtu.be/FKP0mVD9U0w（ショートバージョン） 

 

＜会社概要＞ 

会社名  ： 株式会社クレハ 

代表者  ： 代表取締役社長 小林 豊 

本社所在地 ： 東京都中央区日本橋浜町 3-3-2 

設立年月日 ： 1944 年 6 月 21 日 

事業内容  ： 機能・化学・樹脂製品の製造・販売 

URL    ： https://www.kureha.co.jp/  
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